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※このページは1ページと１，ページで１つのＣＯＮＴＥＮＴＳとなっております｡掲示用としてお使いいただけます。
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平成１９年度(第１Ｂ回)キリン福祉財団公募事業

対象事業。「地域における子育てに関わるボランティア活動｣に対し助成し

ます。'‘地域"・"子育て"・"ボランティア'‘をキーワードとし､地域における、

お子様に関わる幅広い活動に対して助成いたします。対象となる活動につ

いては､上記のキーワードに合致していれば特に分野は問いません｡例とし

て､母親､乳幼児､小中高生､障害児､超世代(世代間交流)等に対する活動が
対象になります。

対象団体、地域でのお子様に関わる､福祉活動を目的とする民間団体で､4名
以上のメンバーが中心となって活動するグループで､法人格の有無は問い
ません。

実施期間ｅ平成１９年４月～平成20年３月

助成金額、1件(－団体)当りの上限額８０万円
受付期間②１１月２２日(水)まで(当日消印有効）

詳細ＨＰ③http://www､kirin､cojp/active/social/foundation／

きづき0をっ力'1ﾅ．きず肺ﾗﾝﾃｨｱ2006
～つくろう､誰もが安心して
暮らせるまちを!～

＞１２月３日(日)１０:OO～１６:ＯＯ

内容、誰もが心豊かにいきいきと､安

心してくらせる社会地域の構築をめざ

し､また､「全国ボランティアフェスティ

バルびわこ｣で広がったボランティア・

市民活動が一層活性化することを目

的として、「きづき．きっかけ･きずな

ボランティア2006｣を開催します。

会場、県立長寿社会福祉センター(草

津市笠山7-8-188）

プログラム、9:30～受付／１０:００～開

会／１０:１０～１１:４５第１部･記念講演

／１３:１５～１６:００第２部･分科会

参加料・無料(但し､記念講演･分科

会は､事前申込みが必要）

平成1Ｂ年度ボランティア･
ＮＰＯファーストステッブセミナー
ライフビジョンコース
｢シニア活動隊☆養成塾」

☆第１プログラム

し１１月１８日(土)１０:OO～１７:００

場所・大津市市民活動センター

内容⑳講演｢深刻化する少子高齢化

とシニアの生き方｣他

講師:ＮＰＯ法人ニッポン･アクティ

ブライフ･クラブ会長／高畑敬一氏

☆第２プログラム

＞11月24日(金)～12月2日(土)の間(随時）

場所③大津､草津､彦根､甲賀の各市

の市民活動団体にて

内容＠ボランティア･NPO体験学習

※必ず申込みが必要。１，２両方の受

講が条件｡交通費除き､参加費無料。

先着60名募集。
主催②滋賀県
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TEL:ＯｇＯ－１ｇＯ４－１１０４または

O77-527-BSS1（市民活動セン２

③(財)ｷﾘﾝ福祉財団事務局
〒104-B2BB東京都中央区新川2丁目１０番1号
TEL:Ｏ３－５５４０－３５２２

⑪

▽情報ＢＯＸに掲載できなかった情報は､センターのホームページに多数掲減し

ています。

ＵＲＬ、http://www・ohmi得net,com／

▼１１月･１２月の掲示板情報募集中１日時･場所･問合せ等を明記の上､１２

月１日までにEメール､ＦＡＸ､または郵便でセンターまでお寄せください。

③きづき．をフカ'け‘を魂ﾗﾝﾃｨｱ2006薪委員会
(滋賀県社会福祉協議会）

日本郵政公社『寄附金付き年賀葉書･年賀切手jによる
寄附金の配分団体募集

日本郵政公社では､平成１９年度年賀寄附金の配分団体を募集しています。

社会福祉､文化財保謹､青少年の健全育成､地球環境保全､その他の分野にわ
たり助成いたします｡詳細は､日本郵政公社ホームページに掲載されている｢配
分申請要領｣をご参照ください｡なお､このホームページには配分申請要領、
申請書の様式､および問い合わせの多い質問と回答等が掲載されています。
詳細ＨＰ・http://www､postjapanpostjp/kifu／
受付期間●１１月ｓｏ日(木)まで(当日消印有効）
申請可能額③申請額の上限は500万円／申請は1団体1件のみ､なお今回か
ら実施される｢活動｣チャレンジプログラムは上限50万円。

TEL:077.567.3924FAXＩ

⑧八ビﾈｽひこね
TEL/ＦＡＸ:Ｏ７４ｇ－２７－６７０１

ｅ－ｍａｉｌ:popohappy＠ex､biwane・iｐ

077.567.3924FAX:077.567-51601

http://www､shigash81<Yojp/top/v2006.pdf

⑧日本たばこ産業株式会社CSR推進部社会貢献室

③医をめぐる勉強会
TEL:Ｏ７４Ｂ－Ｂ３－Ｏ６０３

ｅ－ｍａｉｌ:y-kaze＠mte・biglobe・nejp

耀禰鵬害牌重(ﾚﾚ>ﾗﾝﾃｨｱ聡日第５回近江中世城跡
琵琶湖一周のろし駅伝

＞１１月2B日(木)１０:OO～１２:ＯＯ

内容、県内の(一部岐阜県を含む）

中世の城跡から"のろし"を上げ、

リレー状につなぎ､琵琶湖周辺を一

周します｡各城跡ではそれぞれの

催しを同時に開催します。

場所③県内各地約45カ所､関ヶ原含む

参加費⑳なし

⑥近江中世城跡保存団体連絡会
酒井進
TEL:O74g-54-15BB

e-mail:mine-izu＠ｍx・biwanejp

ＴＥＬ:ＯＢ－５５７２－４２ｇＯ
草津養護学校に通う滋賀県大津市内の小，中学

生の知的障害児のための学童保育を土または日

曜(10;00～15:00)に開所しています｡皆さん

もボﾗﾝﾃｨｱとして子どもたちと遊びませんか？

＞１１月１１日(土）ｇ:40～１５:３０

場所③滋賀県立障害者福祉ｾﾝﾀｰ(所

在地:滋賀県草津市笠山８丁目５‐

１３０自転車･バイク･自動車駐車可）
内容●実際に子供達と接して頂き、

その後､簡単な講座を持ちます。

持ち物･その他③上靴､動きやすい服装

⑬昼松本O77-54B-6025
夜:西川O77-537-57B2

URL:http》//www,geooitiesjp/polepoleohildlren／

(市民活動センター）

｢妻も夫も活き活きと」
~これからの長い人生を共に考えよう～

☆PART1:まずはふたりででかけよう

し１１月１８日(土)１３:30～１６:ＯＯ

内容③･岡田ファミリーあったかコン

サート・余韻トーク(悠遊楽主宰／

吉見精二さん）

☆PART２

＞１２月９日(土)１８:３０～１６:ＯＯ

内容●･講演｢これからの人生を自分らし

く生きる｣(NPO法人市民熱人代表／阿

部圭宏さん）・パネルディスカッション

以下、両日とも…

場所・彦根市北老人福祉センター

「ハピネスひこね」

参加費③なし

※できればベアでお申し込みください。

（滋賀県男女共同参画県民提案事業）

主催、滋賀県

実施団体．(特活)ＮＰＯぽぽハウス

､I成金情報

医をめぐる勉強会

＞１１月１２日(日)１８:３０～１６:８０

内容●医をめぐる勉強会では､毎回､様々 な

立場で医療に関する専門的なお話をしてい

ただくゲストにおいでいただいています｡知

識もその人の想いも､まず｢知る｣ところか

ら理解が深まります｡でも､直接､その声を聞

く機会は限られています｡お気軽においでに

なって､その声を聞いてみませんか。

｢がんと秘密」

ゲスト:まつばらけいこ氏(フリーラ

イター、「子宮･卵巣がんのサポー

トグループあいあい｣主宰）

場所③大津市生涯学習ｾﾝﾀー (4F視聴覚室）

大津市本丸町6番５０号(ＪＲ膳所

駅から徒歩20分．宗l収膳所本町駅

から徒歩5分）

参加費②会員500円､非会員1,000

円※当日参加可

ＪＴ青少年育成に関するＮＰＯ助成事業

応募資格、

１.非営利法人であること。

2.2006年９月30日時点で､法人として1年以上の活動実綴を有すること。

３.法人の設立目的や活動内容が､政治､宗教､思想等に偏っていないこと。
実施期間、２００７年４月１日～２００８年３月３１日に実施を計画している事

業であること。

助成対象経費、申請事業に関わる事業費及び人件費

限度額＠年額最高150万円／件

助成件数●40件程度

対象事業、非営利法人が日本国内において､地域社会の核となって実施する

青少年の健全な育成につながる事業。

※育成の対象となる青少年は､小学生から高校生までを考えています。
応募期間③１１月２０日まで(当日消印有効）

詳細ＨＰ:http://www､jti､cojp/JTI/contribution/npo/index､hｔｍｌ

③日本郵政公社郵便
〒100画B79B千代田

事業総本部年賀寄附金事務局
区霞が関1丁目３番2号TEL:〔ＴＥＬ:Ｏ３Ｂ５０４－４４０１

〒１０５－８４２２ 東京都港区虎ノ門2-2-1ＪTビル

旧毘日露歪覗

Ｉ KRzg通１ ，市民活動情報
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アンケート：挑帯儲報メール発信会社｢i2メール」協力
回答者総数1フ0名男性S4名女性B昌名不明巳4名
10代･･･2名２０～30歳･･･31名３１～40歳…52名
41～50歳…35名５１意以上…21名不明…29名

◎ｈｍｉＴ◎pics ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□淡海とびつくす◎ｈｍｉＴ◎pics

【Ｚ

この白芯んの日Ｖ．Ｏ．１．Ｃ･Ｅ、
〆

、

■■

型

の

淡海ネットワークセンター事務局長浅野令子
【１．２月号のアンケート】
次回１．２月号は「会社法改正」をテーマにした巻頭アンケートを
実施します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。
詳しくはＰＳをご覧ください。

、途が鋤ir屋彦７

画国

鵜藷
育学校教育で

今の学校教育で

一番深刻と思うのは？
(複数回答）

ａ学力低下…５５
ｂ､いじめ…５１

c・学級崩壊…４５

.非行…１０

e‘不登校．．,４

f･その他…Ｓ

Ｑ３

a･仕事に卿要な資格講座…Ｂａ３％

b・外国語などのｶﾙﾁｬー 教室…１９．５％

c,市民大学などの講座…18.2％

d・大学･大学院…１４．５％

番深刻と

あなたが
学ぶとしたら次は？

｡｡｡｡。｡⑥｡｡｡｡｡｡●｡｡●●｡●｡●｡②ＯＧ｡｡｡

せいごう

◇感謝・寛容で生まれ、深まる生と業

１１月、１２月の記念日を見ると感謝・寛容に関する記念日が

たくさんあります。１１月１６日国際寛容デー、１１月23日勤労感

謝の日、１２月３日国際障害者デー、~１２月１０日世界人権デー、
なりわい

12月25日はクリスマス等々･生業とは生活を営むための仕事

のことで、草の種（なりわいはくさのたれ）ともいうそうで
なりわい

す。草の種ほど多い生業を、拝金主義ではないライフスタイ

ルの一部として、地域で見つけられる仕組みづくりを考える

時代です。自分の生まれ育った土地が物心ともに豊かである

なら、人はその土地で愛する者と暮らしていたい。障害の有

無を問わず、女性、若者、高齢者も地域の主役として輝ける。

そんな地域での新しいワークシェアリングをどうつくるべき

か。１１月７日おうみ市民活動フォーラム『新しい公益を考える

マルチパートナーシップの時代』で、参加者の皆様と一緒に

考えてみたいと思います。

ｄ画
噸
剛

ｂ
｜
司

せいごう

感謝・寛容で生まれ、深まる生と業

今年５月から表紙がカレンダー形式のレイアウトになった

｢おうみネット｣。その巻頭コラムを毎回書くようになってか

ら「今月はどんな月｣、「今日は何の日」と気になります。無

数の思いが様々 に重なる記念日。１２月１２日は、漢字の日です。

｢災」「虎」など硬くシャープな漢字が選ばれがちですが、去

年をあらわす言葉は、「愛｣でした。今年は、どんな漢字が選

ばれるのか。私なら「飛」と元気よくいきたいものです。優

しい響きをもつ「ひらがな」で今年を表すとしたら、どんな

ことばを選びましょうか。

学校とＮＰＯが繋がる
～開かれた学校から見えてきたこと

Ｑ１
●●｡●●｡｡｡｡③｡｡｡●●●｡｡｡●②｡｡｡｡｡｡｡｡

中学生の頃

一番の悩みは

何でしたか？

ａ友だち…８３，３％

b・成績･進路…２B､3％

c・身体…14.5％

d・先生のこと…５０％

e・その他…１ａ９％

ａｌ

◇あらゆるものがつながっている。

先月１６日は、「母なる地球に１日の休息を与えよう」の日。

母なる地球に１日の休息を与えよう「電気のコンセントを抜い

て」というキャンペーンが1992年ネイティブ・アメリカン

(アメリカ先住民）らの有志によって呼びかけられたそうです。

(2003年６月22日からはじまった日本での「100万人のキャン

ドルナイト」の原型ともいえる取り組みですね｡）「なにかを

決定するときには７世代あとまで考えなければいけない」と

いうネイティブ・アメリカンの教えも胸に響きます。これを

現代風にいうと、市民の社会的責任(CivilSocial

Responsibility)といえるのではないでしょうか。身の丈で出来
る地域のいいことづくり。

Ｑ２
⑤⑧｡｡｡⑥｡｡⑤⑥｡⑧⑤④｡●｡⑥⑰⑤⑥｡⑤｡｡｡⑰｡⑥

特集
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学校とＮＰＯが繋がる～開かれた学校から見えてきたこと

■

こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
人
間
性
や
社
会
性
を
豊
か
に
育
む
た
め
に
は
、
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
主
体
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
か
ら

滋
賀
県
で
は
、
十
一
月
一
日
を
「
滋
賀
教
育
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
教
育
に
つ
い
て
考
え
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
り
、
育
ち
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
日
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

学
校
の
連
携
か
ら
教
育
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

兵
庫
県
西
宮
市
は
、
二
○
○
三
年
に
全
国
初

の
「
環
境
学
習
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
。
そ
こ

で
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
（
学
習
）
に
取

り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
る
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど

も
環
境
活
動
支
援
協
会
（
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

ａ
ｎ
ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
Ａ
Ｃ
ｔ

ｉ
Ｖ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
Ｏ
ｎ

ｆ
Ｏ
ｒ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｒ
ｅ
ｎ
）
唾
通
称
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｆ
（
リ
ー
フ
）
）
」
で
あ
る
。
リ
ー
フ
は
一
九

九
八
年
に
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
活
動
を
地
域

や
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

リ
ー
フ
が
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
「
エ
コ
カ

ー
ド
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
環
境
学
習
支
援
が
ベ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
「
エ
コ
カ
ー
ド
」
と
は
、

市
と
リ
ー
フ
が
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
環
境
学
習
や
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、

学
校
や
地
域
の
大
人
か
ら
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
ン

■■

■●■●●●●●■●●■｡■●●●●■●●●■●■■■●●●●●■●■■｡■■■●■●●●●■■■●●●■■■●●■■■■■●●●●●●●■■■■■●●●●●●●【

プ
が
一
○
個
集
ま
る
と
、
「
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ

ー
Ⅱ
地
球
を
守
る
人
」
と
し
て
、
認
定
証
が
も

ら
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
設
立
当
時
か

ら
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
長

手
さ
ん
（
現
事
務
局
次
長
）
は
、
「
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
始
め
た
当
初
は
、
エ
コ
カ
ー
ド
の
認
知

度
は
ま
だ
ま
だ
で
、
学
校
側
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
ず
い
ぶ
ん
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
」
と
当
時
の
苦
労
を
笑
顔
で

語
る
。
印
刷
物
が
で
き
て
も
、
単
に
送
る
の
で

は
な
く
、
直
接
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
は
説
明

を
す
る
な
ど
し
て
徐
々
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
努
力
を
し
て
き
た
と
い
う
。
今
で

は
学
校
側
か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
カ
ー
ド
の
特
徴
は
、
学
び
が
学
校
の
中

だ
け
で
終
わ
ら
ず
に
、
子
ど
も
の
生
活
に
結
び

つ
け
て
実
行
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
家
庭
や
地
域
の
人
た
ち
も
協
力
し
て
、
子

’

Ｌ胡》
⑥
）

こども

家庭

用に分かれている。2003年からは中学生以上の「エコアクションカード」もできた｡

Ｔ
）

ｒ
）

、

③

●お店の受付

カウンター等で

エコスタンプを

押してもらいます。
・マイバック活動

・リサイクル活動
・工コショッピング

・グリーン職入
・お店での環境学習

●

５．６年生

ｴｺｶー ド|職職ｮ蝋謹
大人から押してもらえます。

濯瀞
・町の美化活動

・ごみ減量
・リサイクル活動

・環境関連施設の見学

・環境イベント参加
・エコクイズ

⑬先生やPTAの会でエコスタンプを

押してもらいます。

，教科学習・総合的な学習の時間
・海外、国内活動グループとの交流や支援活動
・施設見学・クラブ活動

学校・家庭・地域をつなぐエコカード。エコスタンプを押すことで子どもたちのまわりの環境活動
｢目に見えるかたち」となる。エコカードは発達段階に応じて、１．２年生用、３．４年生用、５．６年 上：表下：裏

兵
庫
県
西
宮
市
で
の
取
り
組
み
。
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
（
リ
ー
フ
）
の
環
境
学
習
支
援



様々な主体で会を構成。中でも、企業会員が約

3分の1を占める。この特徴を活かし、「企業．学

校・ＮＰＯによる環境学習支援プログラム」の開

発を2002年より実施。企業同士、企業と学校の

コーディネートをリーフが行う。市の環境学習頚

業「地球ウオッチングクラブ」は環境省（当時）

の「こどもエコクラブ」の基本モデルとなってお

り、１９９８年からはリーフが受託。リーフ設立当

初より西宮市教育次長が理事として就任するな

ど、学校との連携にも力を入れている。エコカー

ドは、市内全小学生に配布され、現在、その数約

27,000人。エコスタンプを押す店舗や施設．地

域団体などの協力数は約2,100．家族でアースレ

ンジヤーになる「アースレンジヤーファミリー」
や、クラスで取り組む「エコメッセンジャー」．

｢エコトレード活動」などエコカードを充実させ
るサブシステムも用意されている。

■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ohmiT◎pics淡海とびつくす特集

⑥

ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
必
要
が
あ
る
。
「
子

ど
も
た
ち
は
案
外
狭
い
世
界
で
生
き
て
い
ま

す
。
こ
の
カ
ー
ド
を
き
っ
か
け
に
、
様
々
な
大

人
と
出
会
い
、
関
わ
り
を
も
つ
中
で
、
多
様
な

価
値
観
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
長
手
さ
ん
は
語
る
。

ま
た
、
リ
ー
フ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
西
宮
市
で
は
親
た
ち
が
リ
ー
フ

の
助
言
や
協
力
を
得
て
、
教
師
と
と
も
に
授
業

を
つ
く
っ
た
り
、
教
師
が
作
る
年
間
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
対
し
て
親
や
リ
ー
フ
が
意
見
を
交
わ

し
、
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
親
が
子
ど
も
の
教
育
に
主
体
的
に
関

わ
っ
て
い
け
る
の
だ
と
い
う
。
リ
ー
フ
事
務
局

の
小
川
雅
由
さ
ん
（
元
リ
ー
フ
事
務
局
長
）
は
、
「
教

育
の
主
体
は
親
で
す
。
先
生
は
自
分
が
や
る
も

の
だ
と
思
い
込
む
と
、
親
や
地
域
は
関
わ
り
に

く
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
、
数

年
で
変
わ
り
ま
す
が
、
親
や
地
域
は
子
ど
も
と

長
く
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
教
師
は
、
子
ど
も

が
地
域
で
育
っ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
立
場

か
ら
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
」
と
、
親
や
地
域
の
大
切
さ
を
語
る
。

さ
ら
に
、
リ
ー
フ
は
学
校
と
企
業
を
つ
な
ぐ

役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
学
校
で
は
「
外
部
人

材
」
の
需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

企
業
が
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
や
企
業
が
単
独

で
つ
な
が
り
合
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

リ
ー
フ
が
つ
な
ぎ
役
を
行
い
、
な
る
べ
く
両
者

に
負
担
を
か
け
な
い
形
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

■●■■●●●■●●●●●●●｡●●●●■｡●●｡●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●ロ●｡●●●●●●●○○○●｡、●Ｃ●●｡●■■■｡●●●｡■

を
行
っ
て
い
る
ｃ

そ
の
他
リ
ー
フ
は
、
学
校
の
教
員
向
け
の
研

修
や
小
学
校
六
年
間
を
通
じ
た
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
、
学
校
だ
け
で
行
う
こ
と
が
難

し
い
部
分
を
色
々
と
つ
な
い
で
い
ま
す
。
こ
う

い
う
団
体
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

一
方
、
滋
賀
県
で
も
、
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
つ

な
が
り
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
美
術

教
育
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
学
校
と
美
術
館
、

そ
の
間
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
子

ど
も
の
美
術
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
）
と
の

三
者
に
よ
る
連
携
授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

元
草
津
市
老
上
小
学
校
の
校
長
（
現
滋
賀
県
総

に
は
地
域
の
中
で
た
く
さ
ん
こ
う
し
た
人
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
出
て
き
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
「
エ
コ
カ
ー
ド
」
も
あ
く
ま
で
も
き
っ
か

け
づ
く
り
で
あ
っ
て
、
今
後
は
あ
の
カ
ー
ド
が

な
く
て
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
自
然
に
エ

コ
活
動
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
」
と
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

■●●●■●●●●■●■■■●●●●●●■●●●●●■■●■

｢NPO法人こども環境遥動支援協会」

.】●■■●■■●■■●●■■■■■■●■●●●●●●●●●●｡

企業との連挫による授業風景。

⑬住所：兵庫県西宮市甲風園1丁目8-1

ゆとり生活館「アミ」１Ｆ
③TEL/FAX：0798-69-1185

③ＵＲＬ：httpWIeaf､or・jp／

③e-maiI：kodomo@Ieafor・ｊｐ
⑤活動内容：

①環境学習システム・プログラムの開発

②学習・活動の受託やアドバイス

③多様な主体とのパートナーシップ事業など
⑬会員数：正会員（個人）198名（団体）８４団体合

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）
で
、
こ
の
取
り
組
み

を
始
め
た
馬
場
輝
代
さ
ん
は
「
連
携
授
業
を
始

め
た
当
初
は
、
ま
だ
教
え
る
の
は
教
師
の
仕
事

と
い
う
意
識
が
強
く
あ
り
、
他
者
が
教
育
の
現

場
に
入
り
込
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
本
物
に
触
れ
る
楽
し

い
授
業
を
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
、
と
い
う
想

滋
賀
県
で
の
取
り
組
み
。
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
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⑤

け
る
と
同
時
に
、
人
と
の
関
係
づ
く
り
な
ど
社

会
的
な
学
習
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
後
者
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
色
々
な
人
の
力
を
学
校
側
も
と

り
い
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
必
要
な

事
で
す
。
」
と
語
る
。

近
年
、
科
学
や
国
際
理
解
、
ス
ポ
ー
ツ
、
情

報
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

連
携
が
進
ん
で
い
る
。
学
校
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
を

う
ま
く
取
り
入
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
学
校
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
に
自
ら
の
想
い
を
伝
え
る
。
両
者

の
こ
う
し
た
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
づ
く
り

を
進
め
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
つ
な
が
り
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
記
鞭
皆
無
）

学校とＮＰＯが繋がる～開かれた学校から見えてきたこと

小学校との連携授業からスタートし、中・高・

公民館・保育園などへと活動の幅が広がる。

2000年にスタートした連携授業が、今年はすで

に小・中・高校夕養護学校等約８０校で実施。昨

年の年間授業回数は５０回、これまでに関わった
生徒数は約２万人。子どもたちの普段と違う輝く

表情、その笑顔から、相談依頼校は年々増加して

いる。2003年～20055年には文化庁の「文化

ボランティア推進モデル頚業」として採択され、

全国的にも先駆的な活動蕊例として、文化庁長官

が視察に来ている。今年は、学生文化ボランティ

ア、大学との連携、文化行政との連携による、子

どもたちへの文化芸術体験の仕組みづくりに力を

入れている。７年間の活動を通して、滋賀の文化

力を生かした次世代教育支援の可能性は大きいと

痛感している。

※2005.2006年おうみＮＰＯ活勤基金助成採択先

様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
見
事
に
授
業
が
で
き
た

の
は
、
両
者
の
想
い
に
耳
を
傾
け
、
何
度
も
何

度
も
調
整
に
奮
闘
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
、
力
を
込
め
語
ら
れ
る
。
通
常
、

こ
う
し
た
一
つ
の
連
携
授
業
を
行
う
ま
で
に
約

半
年
ほ
ど
の
準
備
期
間
を
要
す
る
の
だ
と
い

う
。
先
生
側
に
も
当
然
負
担
は
か
か
る
。
し
か

し
、
本
物
の
美
術
品
に
触
れ
た
り
、
プ
ロ
か
ら

学
ぶ
授
業
に
は
深
み
が
あ
る
。
ま
た
、
関
わ
る

人
が
複
数
に
な
る
こ
と
で
、
先
生
が
一
人
で
は

見
ら
れ
て
い
な
い
部
分
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
授
業
で
、
三
者
と
も
大
き
な
手
応

え
を
感
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
事
前
の
準
備

い
は
私
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
美
術

館
の
方
は
み

な
同
じ
で
し

た
。
」
と
当

溌
時
の
状
況
を

鋤
こ
う
振
り
返

擁
る
。
組
織
も

》
成
り
立
ち
も

木
違
う
学
校
と

ツ率
美
術
館
が
一

巻
つ
の
授
業
を

大註
作
り
上
げ
る

毒
ま
で
に
は

■●●●●●●●｡●●●●●●｡●●●●●｡｡●●●●■●●●●●｡｡■●●●●｡●●■■｡●●●●●●●｡■●●●■●■■■■■ 』●■、｡■｡●■●●■■■●●●■、●●｡●｡●■●｡■●●●●●●■●■●●■｡●｡｡■●●●●■■■■■■■●｡■

を
怠
り
、
互
い
に
も
し
く
は
ど
ち
ら
か
が
も
た

れ
合
う
よ
う
な
形
で
話
が
進
め
ら
れ
る
と
最
終

的
に
は
不
満
が
残
る
の
だ
と
い
う
。
大
切
な
の

は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
皆
が
主
体
的
に
取

り
組
む
姿
勢
で
あ
る
。

開
か
れ
た
学
校
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
側

も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
制
度
の
導
入

や
「
学
校
公
開
週
間
」
の
制
定
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

学
校
は
今
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
校
で
の
授
業
や
経
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
一
生
に
一
回
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

学
校
は
今
、
何
も
か
も
受
け
入
れ
て
、
パ
ン
ク

し
そ
う
な
状
況
だ
と
い
う
。
馬
場
さ
ん
は
、

「
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
基
礎
学
力
を
っ

｢子どもの美術教育をサポートする会」
尺
協

■●●■●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ｑ

ｅ設立：2000年

●目的：すべての子どもたちに本物の文化芸術に

触れる機会を与え、豊かな感性と心を育てる。

③活動内容：

①学校・地域と美術館・博物館との連携授業のコ
ーディネートとサポート

②教育関係者への研修
③文化ボランティア饗成講座など
、会員数：４５名（大人15名と学生30名）

,Ⅵ■■■■■■【



創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
「
エ
コ
ブ
ラ
ス

定
期
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
。
一
人
ひ
と
り

の
紙
資
源
節
約
分
で
滋
賀
県
内
の
「
学
校
ビ

オ
ト
ー
ブ
づ
く
り
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

回
「
年
末
調
整
」
と
は
？

毎
月
、
職
員
の
給
料
か
ら
『
所
得
税
』
を
徴
収

し
て
、
税
務
署
に
納
め
て
こ
ら
れ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
十
二
月
で
一
年
間
（
一
月
～
十
二
月
）

の
給
与
総
額
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
そ
の
段
階

で
改
め
て
１
年
間
の
所
得
税
を
計
算
し
な
お
し
、

多
く
所
得
税
を
納
め
て
い
た
場
合
に
は
、
職
員

に
超
過
分
を
還
付
（
返
金
）
し
ま
す
。
逆
に
、

不
足
す
る
場
合
に
は
、
職
員
か
ら
不
足
額
を
徴

収
し
ま
す
。
こ
の
一
連
の
手
続
き
を
「
年
末
調

整
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
事
務
は
、
確
定
申
告

に
代
え
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税
を
完
了
さ

せ
る
も
の
で
す
。

回
事
務
の
流
れ

こ
こ
で
は
、
細
か
な
事
務
処
理
方
法
に
つ
い

て
は
省
略
し
、
何
を
す
る
か
の
み
紹
介
し
ま
す
。

④
瀞
蝦
緋
鯉
『
粥
糊
純
瀞

ま
す
。ま
た
、
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
「
法
定
洲

神
の
作
成
」
を
し
て
、
税
務
将
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
税
務
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
②

～
年
末
調
整
に
つ
い
て

、
蕊
鯉
撫
雌
溌
講
淀
謡
蔑

い
た
の
で
す
が
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

い
い
の
で
す
か
？

①
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

の
記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
か
、
職
員
に
確
認

し
て
も
ら
う
。

②
職
員
に
「
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告
書
兼

給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
」
を

提
出
し
て
も
ら
う
。

③
「
給
与
所
得
・
退
職
所
得
に
対
す
る
所
得
税
源
泉

徴
収
簿
」
を
完
成
さ
せ
、
年
末
調
整
を
行
う
。

の
③
を
も
と
に
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作

成
し
、
職
員
に
交
付
す
る
。

⑤
税
務
署
に
「
平
成
○
年
度
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
合
計
表
」
、
「
給
与
所
得
者
等

支
払
状
況
内
訳
書
」
、
提
出
範
囲
に
該
当
す
る
人

は
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
等
を
提
出
す

る
。

⑥
宝
④
で
作
成
し
た
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
は

複
写
式
に
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
「
給
与
支
払

報
告
書
」
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
職
員
の
住
所

地
の
市
町
村
へ
送
付
す
る
。

⑦
所
得
税
の
過
不
足
額
は
、
十
二
月
分
の
所
得
税
で

調
整
を
し
、
納
付
が
必
用
な
場
合
は
、
原
則
と

し
て
翌
月
十
日
ま
で
に
納
付
す
る
。

｡

パ
ン
ク
し
が
ぎ
ん
」
を
合
言
葉
に
、
省
資

源
・
省
エ
ネ
活
動
や
森
づ
く
り
活
動
な
ど
環

境
経
営
に
も
力
を
注
ぎ
、
「
四
方
よ
し
」
（
Ⅱ

売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
、

環
境
よ
し
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

営
業
統
轄
部
個
人
推
進
グ
ル
ー
プ
で
は
、

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
二
○
○
三
年

に
、
環
境
対
応
型
金
融
商
品
「
エ
コ
プ
ラ
ス

定
期
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
。
こ
れ
は
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
や
テ
レ
ホ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
ぺ
Ｉ
パ
ー

レ
ス
の
定
期
預
金
の
預
け
入
れ
ご
と
に
、
一

件
あ
た
り
申
込
み
用
紙
の
紙
資
源
節
約
分
と

し
て
七
円
を
滋
賀
銀
行
が
負
担
し
、
滋
賀
県

内
の
環
境
保
全
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
預
金
者
に
は
、
店
頭
表
示
金
利
よ
り

○
・
○
三
％
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。
開
始
当

初
よ
り
、
拠
出
金
は
「
お
う
み
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
は
琵
琶
湖
や

自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
む
滋

賀
県
内
の
「
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
」
の
活
動
資
金
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

んさ

今
年
六
月
に
、
学
校
ビ
オ
ト
ー

中田

プ
》
つ
く
り
第
一
・
第
二
号
と
し
て

軌
や
水
口
小
学
校
と
山
東
東
小
学
校
へ

釧
叶
元
合
計
百
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

》
乳
非
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
よ
り
、

議
劉
毒
唾
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自

憎
壷
蕊
葬
然
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
体
験
を

韮
韮
垂
割
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
取

皿
唾
唾
“
り
組
み
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

一

一
連
の
用
紙
や
説
明
書
は
、
税
務
署
で
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
「
給
与
支
払
事
務
所
等
の
開
設
届

出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
十
二
月

ま
で
に
税
務
署
よ
り
関
連
書
類
が
送
付
さ
れ
て
き
ま

す
。
）
ま
た
、
「
年
末
調
整
説
明
会
」
が
毎
年
十
一
月

頃
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
法
定
調
書
の
作
成
」
と
は
？

法
定
調
書
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
の

支
払
を
し
た
場
合
に
所
定
の
調
書
を
作
成
し
、

本
人
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
提
出
範
囲
に
該

当
す
る
人
が
い
る
場
合
は
、
税
務
署
に
も
提
出

す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
一
年
間
（
一
月
～
十
二
月
）
の
間
に

報
酬
（
謝
金
）
の
支
払
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
、
「
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及

び
賞
金
の
支
払
調
書
」
を
作
成
し
て
、
本
人
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
年
間
一
人
五
万
円
を
超

え
る
支
払
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
税
務
署
に
も

提
出
が
必
要
で
す
。

市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ツ
ボ
情
報
孫
伽

色々９４

エコプラス定ｊｗＲｅ

屑 卵旧
Ｉ’,.’Ｉ

http:〃ｗｗｗ､shigagin‘com

ｒＬ，
滋
賀
銀
行
は
一
九
八
四
年
に
、
社
会
福
祉

法
人
し
が
ぎ
ん
福
祉
基
金
を
創
設
。
こ
れ
ま

で
、
実
験
的
・
開
拓
的
な
福
祉
活
動
を
支
援

し
、
助
成
累
計
は
三
三
八
件
・
二
億
五
千
万

円
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
ク
リ
ー
ン図

.ご侭彊.Ｗ団

滋賀銀行営業統轄部
しがぎん八ローサポート
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で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
一
泊
二
日
で

元
堕
而
ｚ
浜

知
ら
な
か
っ
た
「
温
か
み
」
を
感
じ

学
内
で
コ
ン
テ
ナ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

美
術
を
学
ぶ
学
生
有
志
の
グ
ル
ー
プ
「
Ｕ
‐

だ
堅
田
の
旧
市
街
地
に
自
分
た
ち
の

を
企
画
。
そ
の
後
、
偶
然
入
り
込
ん

ま
し
た
」
と
代
表
の
南
候
智
彦
さ
ん
。
ま
ず
、

と
思
い
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
自
分
た
ち
か

を
越
す
出
展
者
が
彫
刻
や
絵
画
な
ど
を
展
示

き
家
や
店
舗
、
道
路
、
湖
岸
な
ど
に
、
百
人

た
「
街
角
の
展
覧
会
」
は
、
旧
市
街
地
の
空

て
、
「
地
域
と
密
着
し
た
活
動
」
が

ら
動
こ
う
と
、
一
昨
年
、
四
人
で
立
ち
上
げ

し
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

塞
人
墓
連
携
で
筆
れ
妻
‐
含
ジ
エ
ク
と
溌
靭
謙
譲
謹
鞭
職
よ
う
！
｜
蓬
濡
龍
賑
認
側
鰐
剛
撤
し
て

学
生
た
ち
が
喬
中
で
展
婁
室
を
開
催
，
．

こ
れ
を
企
画
し
た
の
が
、
成
安
造
形
大
学
で

副
」
で
す
。

今
年
の
二
月
、
大
津
市
堅
田
で
開
催
さ
れ

函
自
分
た
ち
の
作
品
を
見
て
も
ら
い
た
い

霊学
生
有
志
企
画
団
体
Ｕ
ｉ
・
ヨ

で号

識 Ｐ
伽
工
一
『
わ

し
職

●第１回「湖族の郷アートプロジェクト」は、堅田
の浮御堂から約1kｍの街中に、約130作品を展示･
期間中に3600人の来場者を迎えた。

教
育
に
関
す
る
専
門
知
識
を
駆
使

担
当
す
る
三
井
さ
ん
は
、
大
学
入
学
と
同
時

し
た
、
そ
の
活
動
内
容
は
意
欲
的

あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
環
境

活
動
メ
ン
バ
ー
は
五
名
、
二
十
歳
代
の
若
さ

え
な
が
ら
生
活
を
送
る
人
が
少
し
で
も
増
え

ほ
ど
の
北
湖
の
広
さ
に
ま
ず
感
動
し
た
と

ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、
事
務
局
を

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
計
画
後
も

で
き
る
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
楽
し
く
気
軽
に
体
験

か
ゆ
に
滋
賀
県
に
移
り
住
み
、
対
岸
が
見
え
な
い

に
根
を
下
ろ
し
環
境
教
育
を
広
め
よ
う
と
集

に
関
わ
る
若
者
が
、
自
然
豊
か
な
こ
の
湖
国

環
境
学
び
舎
「
わ
の
た
れ
」
は
、
滋
賀
県

』
わ
の
た
れ
」
で
は
、
環
境
の
こ
と
を
考

環
境
学
び
舎

わ
の
た
れ

や

●堅田駅前の北大津ファンタジック
イルミネーション

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
日
夜
奮
闘
し
て
い
る

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

、事務局の三井直美さん

市
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス

て
い
た
」
の
で
、
つ
い
停
め
て
し
ま
っ
た
。

ち
づ
く
り
計
画
」
に
関
わ
っ
た
メ
ン

が
一
九
九
八
年
に
策
定
し
た
「
長
浜

あ
な
た
は
そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ

者
の
車
が
停
め
ら
れ
て
い
る
場
面
を
時
々
見

者
）
が
、
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
、
広
さ

民
間
レ
ベ
ル
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

ん
か
。

や
場
所
が
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
健
常

八
ｌ
ト
フ
ル
。
プ
ラ
ザ

『
誰
噛
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
会
』

か
け
ま
す
。
「
急
い
で
い
た
」
「
こ
こ
が
空
い

ベ
ー
ス
は
、
車
い
す
の
利
用
者
（
特
に
運
転

車
い
す
マ
ー
ク
が
描
か
れ
た
駐
車
場
を
よ

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
は
、
長
浜
市

一.雷電

鶏 ⑬会長の藤井伊佐美さん

⑳



国
作
品
を
た
だ
飾
る
と
い
う
の
で
は
な
く

督
士
さ
ん
。
二
回
目
は
、
大
津
市
主
催
の

ジ
エ
ク
ト
』
の
構
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と

も
ら
い
、
自
分
た
ち
も
刺
激
を
も

章
会
づ
く
り
と
し
て
、
こ
の
秋
か
ら
交
流
ス

す
」
。

加
型
の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま

た
０

し
、
地
元
住
民
と
協
力
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

南
係
さ
ん
。
仲
間
を
募
り
、
出
展
者
を
募
集

動
し
て
、
『
湖
族
の
郷
ア
ー
ト
プ
ロ

会
」
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

動
し
て
い
る
「
湖
族
の
郷
実
行
委
員

出
来
な
い
か
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

ね
」
と
メ
ン
バ
ー
は
期
待
し
ま
す
。

ら
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す

】
美
術
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

タ
ー
ナ
ガ
ハ
マ
」
を
オ
ー
プ
ン
。

「
北
大
津
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

り
合
い
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
、
十
二
月

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
街
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ

て
、
街
に
出
向
い
て
そ
こ
で
作
る
ん
で
す
ね
。

か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
感

「
実
行
委
員
会
の
方
々
が
学
生
を
温

堅
田
の
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
活

子
、一三

ベ
ー
ス
の
あ
る
常
設
展
示
場
「
ア
ー
ト
セ
ン

の
第
二
回
目
を
準
備
す
る
学
生
代
表
の
兼
古

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
モ
デ
ル
に
な
っ

ヨ
ッ
プ
な
ど
、
住
民
の
方
を
巻
き
込
ん
だ
参

ヨ
ン
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
。
「
ワ
ー
ク
シ

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
井
由
美

③竹細工のキャンプ「たけたけ探

検隊」で、グループで竹を選ん
で切り出している。

「
Ｕ
‐
．
且
の
地
域
住
民
と
連
携
す
る
展鐸●U-si代表の南篠智彦さん、副実行委員長の兼古督士さん、広報部の堅田真美さん

学生有志企画団体Ｕ－ｓｉ
代表ｅ南修智彦設立③2005年運営メンバー●学生約30人

連絡先⑳090-2119-8029（南修携帯）ｅ･mail：info＠U-si,netＵＲＬ：hMp:"u-sionel
●「U-si」のメンバー。
県外出身者が多い

●｢私は車イス駐

だ
り
…
竹
づ
く
し
の
二
日
間
を
企
画
し
ま
し

た
。
今
で
も
竹
の
箸
を
大
切
に
使
う
子
ど
も

も
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
大
人
も
自
然
を
好
き
に
な
り
、
遊

具
な
ど
が
何
も
な
い
「
素
」
の
自
然
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
気
づ
い
て
ほ
し
い

と
、
子
ど
も
会
や
保
育
園
の
職
員
研
修
な

ど
の
要
望
に
こ
た
え
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
教
室
な
ど
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
活
動
の
秘
密

は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
た
な
い
こ
と
。
自
然

が
あ
れ
ば
、
活
動
場
所
は
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
・

室
内
で
も
行
い
ま
す
。
こ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
が
「
わ
の
た
れ
」
の
魅
力
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
た

め
、
制
約
も
多
い
の
で
す
が
、
人
と
人
、
人

と
自
然
、
そ
し
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
地
域
づ
く
り
～
「
わ
」
Ⅱ
「
環
、

和
、
輪
、
話
…
」
｜
人
ひ
と
り
が
い
ろ
ん
な

「
わ
」
の
種
を
少
し
ず
つ
蒔
い
て
い
こ
う
、

い
つ
か
き
っ
と
み
ん
な
が
○
に
な
る
。
そ
ん

な
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
「
わ
の
た
れ
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
メ
ン
バ
ー
の
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
高
山
朋
子
）

行
わ
れ
た
「
こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ

た
け
た
け
探
検
隊
」
。
定
員
二

十
人
に
八
十
五
人
の
応
募
が
あ

る
ほ
ど
の
大
人
気
。
竹
を
切
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
竹
細
工
を

し
、
作
っ
た
箸
で
ご
飯
を
食
べ

た
り
、
ど
ん
ぐ
り
鉄
砲
で
遊
ん

●｢私は車イス駐車

＄で遊うと）

●受託の仕事で、甲
良町のグリーンフ

ァイターズの活動。

どんぐりをお箸で

移動させて、時間
を競うゲーム。

私は軍イス駐翠堀に

停めまfきん

‘.:.'…‘詳蕊墜響
場に停めません｡‐

環境学び舎わのたれ
代表③山田勇設立③2002年運営委員①5人

連絡先、東近江市佐野町501-20TEL/FAX：O748-42-3699

e-mail：wanotane＠s3.dion・ｉｐＵＲＬ：httpWWww.h7.dion.､e・jprwanotane／

⑬

私は軍イス駐翠堀に

停めまfきん
０…Ｉ供溌唾幽禰癖

ﾛ■■■

キャンペーンのステッカー

ハートフル・プラザ「誰もにやさしいまちづくりを進める会」
代表○藤井伊佐美設立③1998年会員、約40人連絡先．長浜市分木町6.38
FAX：0749.65-5289E-maii：info＠heartfuI-p・nethMp:"www.hearWui．p・ney

●「ハートフル・曳山さじ

き」の様子

と÷画室

Ｕ，Ｕ 齢乍

一_ン瞳;鰯蔓、



を取り揃えてご利用いただけるようにし

ております。

団体のリーフレットやイベントのチラ

シ、会報づくりなどにご活用ください。

また、ＮＰＯ・市民活動関連の図書や

資料、様々な団体のチラシなどを多数掲

載しております。

お近くにお越しの際には、ぜひ一度お

立ち寄りくださいませ！

(大判プリンタは、ポスターや横断幕の印

刷ができます１－度お試しください！）

⑧●⑤②●②⑪⑤●●●②②●●②②⑤②齢②②④②②⑤②②倉
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ワークショップ『社会起業事業のビ

ジネス構造をつくる」

●講師：田辺大さん（有）

フォレスト・プラクティス代表

●開催日：１２月2日（土）１３:00～１７:００

●会場：ピアザ淡海

県民交流センター２０４会議室

●参加費：500円(資料代･ｺー ﾋー ブﾚｲｸ代含む）

※参加ご希望の方は、イベント名、参加

希望コース、氏名、所属、連絡先

(TEL/FAX/e-maiなど）をご記入のうえ、

淡海ネットワークセンターまで

｡

ｒ
Ｌ

、
４
ｒ
Ｌ

、
型

わくわく市民活動ゼミナール
～おうみ社会起業塾～

淡海ネットワークセンター紹介コーナーができました！

淡海ネットワークセンター入り口掲示板をリニューアルしました１８月から約１か月半

の間、インターンシップ実習生として来てくれた学生の２

人が、淡海ネットワークセンターを多くの人に知ってもら

い、このセンターをより利用しやすくするために、心を込

めてつくってくれましたj>気持ちが伝わるようにと手書き

部分が満載です！

おうみ市民活動フォーラム「新しい応益を考えるマルチパートナーシップの時代」

フィールド調査

高知県馬路村＆徳島県上勝町
地域にあるモノで億を稼ぐ！地域の自立

に力を注いだ東谷氏、横石氏から話を聴

く。もちろん百間は一見にしかず。百間

は一触にしかず！現地から学ぶ。

●開催日：

１１月１８日（土）８:ＯＯ大津出発～

１５:ＯＯ馬路村視察

１９日（日）１４:ＯＯ上勝町視察～

大津帰着２１:OO(予定）

１泊２日（馬路温泉泊）バス借り上げ

●参加負担金：35,000円程度を予定

（バス、食事、宿泊、保険等の経費）

◆定員：先着20名（催行１５名以上）

､鷲熱戦‘Ｉ鉦”．,、
－善』‐一

台も麓

ｈ甲

◎あなたの活動を支援します！機器のご利用はいかがですか？

淡海ネットワークセンターでは、ＮＰＯや市民活動団体を支援するため、左記の機器

ＯｈｍｉｎｅｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

Ｆ
Ｌ

地域の魅力を引き出すＮＰＯや社会企業が、マルチパートナーシップ時代における新

しい公益をつくる重要な担い手として期待されています。このうねりを、２１世紀の地

域活性化につなげるにはどんな仕掛けが必要なのでしょうか。地域づくりに欠かせない

行政との協働に焦点を当て、市民やＮＰＯに何ができるのか、参加者の皆様と一緒に考

えてみたいと思います。

今開催日時：１１月７日（火）１８：３０～２０：４０

●開催場所：ピアザ淡海3階大会議室（膳所駅から徒歩１２分）

●参加費：500円（資料代含む）

●内容：問題提起ｉ滋賀県のまちづくりと市民活動の変遷と今後について」

北村裕明氏（滋賀大学経済学部教授）

事例発表『大学と地域の協働の取り組みｊ／近藤隆二郎氏(滋賀県立大学環境科学部助教授）

学生事例発表／滋賀県立大学協働プロジェクト

パネル・ディスカッション『新しい公益を考えるマルチパートナーシップの時代』

岩根順子氏（サンライズ出版株式会社代表取締役）藤原久代氏（マキノまちづくりセ

ンター事務局）近藤隆二郎氏（滋賀県立大学環境科学部助教授）

コーデイネータ：北村裕明氏（滋賀大学経済学部教授）

※参加ご希望の方は、イベント名、氏名、所属、連絡先（TEL/FAX/e-maiなど）をご

記入のうえ、淡海ネットワークセンターまで

Ｑ1.社会をよくするための起業をしたいと思いますか？
ａはいｂ､いいえ

Q2・組織の形態は何が良いと思いますか？
ａ・会社ｂ,NPO法人ｃ､公益法人ｄ､ＮＰＯｅ・その他

Q3.事業型ＮＰＯをするならどんなジャンルで？
ａ､福祉ｂ環境ｃ・スポーツｄ・文化ｅ､国際ｆその他

ｒ
Ｌ

、
４

アンケートにごInl答いただける方は、

性別・年齢をご記入の上、ハガキ、フ

ァックスまたは咽子メールで淡海ネッ

トワークセンターまでご送付くださ

い。住所・氏斜をご記入いただいた方

には抽選で粗肺をプレゼントいたしま

す。

トアンケート締切：１１月末日

去る９月１２日に、しがぎんリースキャピ

タル株式会社さまから「おうみＮＰＯ活動

基金」にご寄付をいただきました。滋賀

県内のＮＰＯ活動支援に大いに役立たせて

いただきます。誠にありがとうございま

す。

⑳
しがきｿUリース･キャピタル株式会社

】
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
０
■
■
０
■
■
０
■
０
■
戸

「
４

上記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-B440FAX：O77-524-B442

E-maiI:office＠ohmi-net･comhttp:〃ｗｗｗ・ohmi-net・com／

「おうみNPO活動基金」への
ご寄付ありがとうございました

棚３

印刷樋

パソコン

大判プリンター
(Ａ１サイズ･楓59.4ｃｍ）

コピー

カラーコピー

紙折棚

ソーダ

肋パンチ

翻断機

パウチ
（ラミネーター）

(最大パウチ鯛１１９ｍｍ）

狐 期

マスター代

印刷代(片醗峨とし糊）

ｲンターネット

プリント

フルカラー印刷

単色カラー印刷

照色印刷

コイン式

(卿1に＄申し付け<雄い）

パｳﾁﾌｨﾙﾑの厭さ'３０

100ﾐｸ､ﾝ１１１足0150ﾐク

ﾛﾝﾌｨﾙﾑに蝉姉で露せん

単位

1枚

1枚

ｇｏ分

1枚

1枚

1枚

ocm毎

0cm毎

0ｃｍ毎

料金

50円

1円

100円

１０円

40円

30円

２０円

１０円

５０円

無料

無料

無料

無料

照料

(パウチフィルム

持謬の哩合）

［
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

［

１．２月号の特集アンケート テーマ：会社法改正



●リクエスト受付中！
上醸してほしい作品名と住所､氏名､電話番号を肥入の上､ハガキ､ﾌｧｯｸｽ､表た
は電子メールで淡海ネットワークセンターまでお送りください。

･合回入畳別１ｓ:００以降の回1.200円均一サービス
･料金は作昌によって異なりますTEL:077.522.6191
．毎週水辺日1,000円均一サービス謹賀会鑓シネマホール
･毎週木･全認白の初回＆

⑩

支える･つなぐ･結ぶ‘情報ＢＯＸ

＝一一一一■凸I

(filo12勘１１°１

伝言板に掲載できなかった情報は心センターのホームページに掲載しています｡URL⑳http://www･ohmi-net・cpm／
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メール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。
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平成１９年度子どもゆめ基金助成募集
①子どもの体験活動助成募集②子どもの読書活動助成募集
③子ども向け教材開発｡普及活動助成募集

トヨタ財団地域社会プログラム

＜地域社会の再構築を目指して-支え合うくらしといのち-＞

助成分野＠以下の2分野です。

(1)活動助成／地域社会の再構築と活性化を目指し､地域に暮らす人々が主

体となった､持続的な実践プロジェクトへの助成｡あるいは､実践プロジェク

トの地域内での相互連携の取り組みへの助成。

(2)成果普及助成／(A)地域社会の再構築と活性化を目指した活動の具体

的な成果を､他の地域で類似な実践をしている人たちと比較､共有すること

を目的とした｢活動記録の出版｣。(B)地域社会の再構築と活性化を目指し
た活動の経験からたくわえられたものを地域間で共有し､具体的な問題解

決に資する､協働と連携を支える多彩な｢広域ネットワーク｣。

助成金額．

(1)活動助成／1件あたりの助成金の上限は200万円です。

(2)成果普及助成／(A)｢活動記録の出版｣:１件あたりの助成金の上限は
１００万円程度です｡(B)｢広域ネットワーク｣:1件あたりの助成金の上限は
400万円です。

実施期間③２００７年４月１日から２００８年３月３１日の1年間とします。

応募期間●１０月１日～１１月２０日(当日消印有効）
詳細ＨＰ・http://www,toyotafound・or・ip／

①子どもの体験活動助成

助成対象③子どもの健全な育成を図ることを目的として､平成１９年４月１日から平成２０
年３月31日までの間に行われる､子どもを対象とする体験活動に対して助成します。

助成金額●１.助成金の額は､助成対象経費合計額又は当該活動に係る経費

総額から収入額を差し引いた額のうちいずれか低い額を上限とし､審査委
員会の毒を経て決定します。２.助成金の額は､２万円以上2,000万円を限

度とします。３.助成金の額の標準額は､市区町村規模の活動は50万円､都

道府県規模の活動は100万円､全国規模の活動は300万円とします。

②子どもの読書活動助成募集

助成対象、子どもの健全な育成を図ることを目的として､平成19年４月１日から平成２０

年３月31日までの間に行われる子どもを対象とする読書活動に対して助成します。

助成金額⑳

1.助成金の額は､助成対象経費合計額又は当該活動に係る経費総額から収入

額を差し引いた額のうちいずれか低い額を上限とし､審査委員会の議を経
て決定します。２.助成金の額は､２万円以上2,000万円を限度とします。

ａ助成金の額の標準額は､市区町村規模の活動で子どもを対象とする

読書活動の場合は１０万円､子どもの読書活動の支援活動の場合は50万円、

都道府県規模の活動は100万円､全国規模の活動は300万円とします。

③子ども向け教材開発･普及活動助成募集

助成対象⑳子どもの体験活動や読書活動を支援･補完することを目的として､平成19年
４月１日から平成20年３月31日までの間に行う教材開発･普及活動に対して助成します。

助成金額、

1.助成金の額は､助成対象経費合計額又は当該活動に係る経費総額から収入
額を差し引いた額のうちいずれか低い額を上限とし､審査委員会の議を経
て決定します。２.助成金の額は､２，０００万円を限度とします。３.助成金の

額の標準額は､５００万円とします。

応募締切⑬子どもゆめ基金部助成課に提出する場合:１２月５日(当日消印有効）

滋賀県の窓口に提出する場合:１２月１日必着

☆滋賀県の応募窓口:滋賀県教育委員会事務局生涯学習課
TEL,O77-52B-4S50／FAX･Ｏ７７－５２Ｂ－４ｇ６２

詳細ＨＰ、http://yumekiI<in,niye･go･jp／

>１月･２月の掲示板情報募集中！日時･場所･問合せ先等を明記の上､12月１日までにＥ

(⑳財団法人ﾄﾖﾀ財団地域社会ブﾛグﾗﾑ係
〒163-0437東京都新宿区両新宿2-1-1TEL:ＯＢ-3344-1701

‐駅竿ころ

東洋ゴムグループ環境保護基金

助成団体②積極的に環境活動を行っている団体であれば､法人でなくてもけつ

こうです｡また､団体構成員の多寡は問いません。

助成が不可能な団体及び使途③◇営利を目的とする団体または使途。◇政治

や宗教上の活動を目的とする団体。◇債務の弁済や家賃などの支払いを目

的とする使途。◇活動が1年未満の団体｡ただし､団体の主旨､計画などに
より適当と認定された場合は､助成を受けることが出来ます。◇原則として

教育･研究機関の本来の活動として認定される使途､ただし弊社の運営委員

会が承認した場合はこれに限りません。

スケジュール②◎募集:毎年１０月～１２月◎審議:翌年１月～３月◎助成:翌
年４月以降

’

②｜

実琴異墓g今

ReloyEssoy．，

.おうみ未来塾盤~･ﾍーｰー…一一一……〆
リレーエッセイ

CSR絹告書100社分折

[ケース･ｽｸ夢f1WI
PL竜トア→”･マトウやﾛｰ

ﾄ諏誠ｌＺｍＫｌ

③東洋ゴﾑｴ業株式会社品質環境ｾﾝﾀｰ環境推進グループ
〒550-ＢＳ６１大阪市西区江戸堀1-17-18
TEL:Ｏ６－Ｓ４４１－Ｂ７７４

③独立行政法人国立青少年教育振興機 どもゆめ基金部助成課橋子

〒151-OO52東京都渋谷区代々木神園町3-1
TEL:Ｏ３－５７ｇＯ－Ｂ１１７．８１１８

’

｢企業とＮＰＯのパートナーシップ」

CSR報告書100社分析[ケース･スタディⅢ］

著/岸田貝代同文舘出版2,200円十税

企業のCSR報告,I|:や環境報告:ｌｌｆを全図100社から取り群せ、

NPOの視点から分析を行っている｡斑ＰＯの関わりのあるなし

でCSRの取組に麓がでているか､企業そのものに変化は見ら

れるのか､など企業のCSR推進に蘭ＰＯは何ができるかに迫っ

てみる。

先日、７期生の中間発表会に行きました。スゴイ１進化してますねえ。

私たちはグループ研究さえ川来ず、個人発表してしまった超出来ん

坊。でも、当時巡憐委典長だった識111先堆が“妓高殊勲賞”って1$

って下さって…。汲出そうでした。失敗もマル、の未来塾。住んで
いながらその魅力を知らず、興味さえ薄かった私が、滋賀を故郷と

して愛し、誇りに思うようになり、雌敬する先拙や仲間と出会い、

失敗もマル111の未来塾

今もずっとつながっていられるのは、かけがえのない未来塾のおか

げ（塾長I-i高先生のおかげ111)、感謝いっぱいです。私は今、演劇に
よるコミュニケーションの力にぞっこん惚れこみ、来券からの本格

始動に向けて画策巾。支えてくれているのは、未来狼で学んだ間々、
そして心強いネットワークなんだと改めて感じています。仕事場は

瀬IⅡの共働作業所カフェ「ふおれすとデイズ」（077-543.2844）です。
お近くを通られましたら、ぜひ、お立ち寄りを☆

［４期'圃

石JII悠子さん

滋賀会館シネマホール１１．１２月の上映予定

『明日の記憶皇『時をかける少女よ

I･幻の湖占『死者の書』

li.やわらかい生活』ほか

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す人が集う

塾で、現在7期生．Ｂ期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾
し、各地で「地域プロデューサー」として活躍しています。

新刊書籍案内
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Iカフェテリア『結」紀伊国屋」

学
生
た
ち
が
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
で
制
作

大
学
と
地
域
を
結
ぶ
交
流
の
場
に

成安造形大学にあるこのカフェテリ

アは、2004年10月に学生たちが主体と

なって、Ｉ図|力雌,没方式で制作されまし

た。柱は儒楽の間伐材、壁の素材には

わらが使われるなど、環境にやさしい

造りがポイントです。キッチンを迎憐

しているのは「ブルーベリーフイール

ズ紀伊剛雌｣。地唯地消を基本にメニ

ューをそろえ、「総特製カレー」（500

円）や玄米オムライス・サラダ・スー

プのセット「LOHASディナー」（900

円）が人気に。大学と地域を結ぶ試み

として注I言iされています。

フォーラム滋賀大会

【問】カフェテリアI｢結ｊ紀伊国屋
大津市仰木の里東4-3.1
成安造形大学内
TEL/FAXO77-573-5539

【１１：３０～２０：３０日唯日】
JR雄琴駅より江若交通バス「成安造形大学
前」下車。その他でのご来店の方法は或前
にお問い合わせください。

淡海ネットワークセンターは､県内の市民活励､NPO在サポート･ネットワークしています‘，

胆〒520轡ＯＢＯ１滋賀県大津市におの浜1-1-20
園TELO77-524-B440図FAXO77-524B442

四http://www､ohmi-net､com／圏E-maii:office＠ohmi-net’com
ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日(１２/２９～1/3を除く）

編集後記

パワフルな団塊世代に負けがちで、何かと若者のパワー

不足を感じる時代ですが、「夢」や「やりたいこと」を

持ってる若者は魅力的ですね。人任せではなく、自分た

ちから動こうという姿勢の「U-si｣のみなさんの活動が、

後輩に受け継がれ、地域に根付いていってくれることを

期待します。

（編集ボランティア松井）

学生時代に、陳がいをもった子どもたちのキャンプなど

のお手伝いをしていましたが、就職後は続けることがで

きませんでした。若い人たちが、志をもってずっと続け

ることができるには、どうしたらいいのか、考えさせら

ました。そして、自分自身の再チャレンジも！

（編集ボランティア高山）
☆ネットワークセンター休館日

I名神大訓ｃ

この印刷物隙､猟境に配蝋した再生紙､大豆油ｲﾝｷを使用し､有習欺廃波退排出しない水なし印刷を採用しています‐

淡海ネットワークセンター卜
三Ｊマジj日ＡＵ繍

哨i海ネット
'鴎、尋関靴豆ぞ

(財)淡海文化振興財団
臣過湖
文化鮒びわ湖ﾎｰﾙ
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I名神大訓ｃ

◎無断転載を固くお断りします｡

暦道幅

ホームページアドレスと

e-mailアドレスが

変更になりました。

豊錨！

NHI〈

，
武

挿
画帥､引例０

火～金曜日／g:00～１９:ＯＯ土・日曜日｡祝日／g:00～１７:００

※淡海ネットワークセンターの憎報交流誌｢おうみネット｣は次のところに配布しています｡各地域振興局､県民

情報室､県内図書館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業交流会館､陶芸の森､草津まちづくりセ

ンター心県社協ボランティアセンター諺大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行､滋賀県
信用組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

※バックナンバーはホームページでご覧いただけます。
※最新情報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールアドレスまで。

削前

JR過遜湾甥

4京阪匿所

豊:態;『
暦道幅

⑬T間u… 轡FR’ ④ＳＡＴ 働釧

２ Ｓ ユネスコ憲章記念日

１９番の日

国際寛容デー
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１
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４

対米英開戦記念日

１
改正民法公布記念日

2９☆

５

障害者の日

2Ｓ
・地下鉄記念日

巳
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世界人権デー

で？
2４
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一

肢体不自由児愛護の日 １

わくわく市民活励ゼミナール|，

わくわく市民活動ゼミナール
■


